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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

今月のレファレンス 「娘に性の話をしたいが，面と向かっては話しづらくて……。」

《一般図書》１月15日（水） 《児童図書》１月23日（木）

○『みーんなねちゃった？』

オードレイ・プシエ/作 ふしみみさを/訳 ＢＬ出版

○『チ・ヨ・コ・レ・イ・ト！』

ばんひろこ/作 丸山ゆき/絵 新日本出版社

○『金魚ははらぺこっ!！』

H.M.ボウマン/作 渋谷弘子/訳 タカタカヲリ/画 文研出版

○『あした、また学校で』 工藤純子/著 講談社

○『湖の国』 柏葉幸子/作 佐竹美保/絵 講談社

年頃の娘さんをお持ちのこのお母様へ，娘さんとの話のきっかけに『ザ・ママの研究』（信田さよ子著 新曜

社）を御紹介しました。娘とママのハッピーな関係を築くためにママの研究を進めるというもので，まず，ママ

をタイプ別に診断した後に娘の視点で傾向と対策を練っていくという内容です。このお母様も御自身に思い当た

る節があるのか，クスクス笑いながら楽しそうに読んでいらっしゃいました。

もう一冊，『少女のための性の話』（三砂ちづる著 ミツイパブリッシング）を御紹介しました。女性の体は

毎月生まれ変わること，子どもができるまでのこと，自分のからだを大切にすること，自分がどこからきたのか

考えてみること，必要なときには専門家や医療の助けも賢く選択するべきだということ等が，中学生であればす

うっと理解できる内容です。また，この世に生を受けたことがどれだけ幸せであるのか，命の重みについても愛

情あふれる言葉でつづられています。お子さまに本を薦めてみてもよし，家族で一緒に読んでもよし。お子

子さまと一緒に大切な時間を過ごしてみませんか。いつか親元を巣立っていく子どもの幸せを願って。

○『向田邦子の本棚』 向田邦子/著 河出書房新社

○『幕末志士の作法』 小田部雄次/監修 G.B.

○『「やべー」宇宙の話』

気になる宇宙/著 榎戸輝揚/監修 KADOKAWA

○『ドラゴンの教科書』

ダグラス・ナイルズ/著 高尾菜つこ/訳 原書房

○『ずっと読みたい０才から100才の広告コピー』

WRITES PUBLISHING/編 ライツ社

【ビジネス支援コーナー】

【医療・福祉支援コーナー】

【郷土・歴史支援コーナー】

【子育て・教育支援コーナー】

当館は，県民の皆様の多様化，高度化する学習要求に適

切に応え，課題解決型の図書館サービスに努めるため，次

の４つの特化コーナーを設置しています。

＊ 医療・福祉支援コーナー(１Ｆ)：国立がん研究センタ

ー寄贈の小冊子「がん情報ギフト」も設置しています。

＊ 子育て・教育支援コーナー(１Ｆ)：現在，そしてこれ

から子育てに関わる方々を応援します。

＊ ビジネス支援コーナー(１Ｆ)：働く方，働きやすさを

求めている方に役立つ資料を集めています。

＊ 郷土・歴史支援コーナー(２Ｆ)：「鹿児島県史」や県

内市町村郷土史，市町村広報誌も設置しています。

是非あなたの課題解決にお役立てください。



日 月 火 水 木 金 土

１

月

14 　15★ 16 17 　18◆

20 21 　22★ 23 24 25

27 28 　29★ 30 31

２

月

１

３ ４ 　５★ ６ ７ ８

10 　12★ 13 14 　15◆

○貴重資料紹介展

「日本洋画の黎明『曽山幸彦』と維新の

志士『高崎正風』」

２月27日(木)まで【開催中】

○一般閲覧室ミニ展示① 「名言・名句に学ぶ」

１月31日(金)まで【開催中】

○一般閲覧室ミニ展示② 「岐阜県との交流展」

２月１日(土)～２月29日(土)

○児童文化室ミニ展示①「おたのしみ♪本の福袋」

１月22日(水)まで【開催中】

○児童文化室ミニ展示②「ことばを正しく！楽しく！」

１月23日(木)～２月22日(土)

県立図書館に届いた

今回紹介していただいた宝本は，いもとようこ/さく・えの『とんとん

とんのこもりうた』（講談社） です。

*ヒント*

しろくてまるくておいしいね

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

は，休館日

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）

は，一般閲覧室新着図書の日（１月15日,１月31日【予定】）

は，児童文化室新着図書の日（１月23日）

えほん『しんせつなともだち』

方軼羣/作 （福音館書店）からのクイズです。
ファンイーチユン さく ふくいんかんしよてん

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，２月14日（金）までに入れてください。正解者
はこ がつ にち きん い せいかいしや

のなかから抽選で20人にしおりなどのプレゼントを差し上
ちゆうせん にん さ あ

げます。

前回の答えは「② めだま」でした。たくさんの御応募あり
ぜんかい こた ご おう ぼ

がとうございました。

息子が幼かった頃，眠る前によく読み聞かせていた本です。アマミノクロウサギの子

育てが描かれています。母ウサギが大切な子ウサギを守るため，２日に一度やってきて

は，巣穴の入り口をとんとんとん……と何度も踏み固めながら閉じる姿がけなげで愛情

を感じる絵本です。息子もとんとんとん……の子守歌を聞きながら，いつの間にかすや

すやと眠りについていました。優しい気持ちになれるそんな一冊です。

年末，家の大掃除をしていると箱の中から古い絵本が

出てきました。本を手にとり，表紙をめくると，懐かし

い記憶がよみがえってきました。あたたかい布団の中。

髪をなでてくれる優しい手。いつもと変わらない声。ち

ょっぴり眠たそうな表情。それは，母が毎日してくれた

読み聞かせの記憶でした……。肉声で届ける

読み聞かせの記憶は，何十年たっても色あせ

ることはありません。

新年になりました。皆さんは，今年どんな本を読むか

決まりましたか。鹿児島県立図書館は，2020年も皆様に

役立つ，利用される図書館を目指します。

皆様にとって今年もすてきな本との出会いがあります

ように。

ゆきがふってとてもさむいとき，うさぎはあるも

のを２つみつけて，ろばさんにとどけてあげます。

なにを２つみつけたのかな？

① かぶ ② あおな ③ さつまいも


